























































































 の潜在的投稿者の集団（ここでは，経済学部全教員）を考える．時間は離散的で，  から無限大に




で共通であるとしよう．  期の期待投稿率を  と表記し，それは以下の単純な適応的（adaptive）
な期待に基づいて形成されるとしよう．
 （１）






いたら得られたであろう名声の一種の機会費用などを総合的に含む．まず，  番目の潜在的投稿者の 
 期における費用で，過去の状況に依存しない部分を以下のように表現しよう．
 （３）
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　上記の３つの想定を考慮すると，  期に投稿した場合，  期に投稿するときに得られる期待利得
は，
 （４）
となる．投稿しない場合の利得は  である．ただし，  は投稿の業績としての評価に対
する割引率である．一方，  期に投稿していない場合，  期に投稿するときの期待利得は，
 （５）
であるが，投稿しない場合の利得は  となる．
　陽表的なモデルを得るために，（３）式における誤差項  が平均 ，分散  のロジスティック分
布に従うと仮定しよう．他の連続分布を用いても本質的な議論の趣旨に影響はない．このとき，期待
投稿率  のもとで，  期に投稿した投稿者が  期に再び投稿する確率は，
 （６）
で表される．また，  期に投稿しなかった投稿者が  期に投稿する確率は，
 （７）





















稿に対する報酬を  とすると，いずれの期待形成の場合でも  期の投稿率  は以下のように決ま
る．
 （11）
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に固定する．パラメータ  を  から  まで動かしたときの基本モデルの分岐図を図１に表す．  が大
きい場合は定常的な振舞いをするが，  が小さくなるにつれ，典型的な周期倍分岐（period-doubling 
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額  それぞれに対する  のグラフを表示する．支払額が小さくても，例えば，  の
ときでも，懲罰  が十分大きくなれば投稿率は上がる．一方，支払額が大きい場合，例えば，  












　図６で，（A）の曲線と（C）の曲線は  で交点をもつが，ここでの投稿率は（A）（C）共通して  
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